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◆「鳥取市が中核市へ」　中核市とは、政令指定都市に次ぐ人口規模の都市で、都道府県の事務権限の一部を、特例的に市
が行うことができる市のことです。鳥取市は平成30年4月1日に中核市となり、全国の中核市の数は、54市となりました。

　6月9日（土）、毎年恒例の「郷土訪問日帰りバス旅行」
を行い、今年は県西部の「大山周辺」を訪問、33名が参
加しました。
　午前8時に新大阪駅前広場で日本交通バスに乗りこみ、
参加者の出身地や故郷での思い出話などの自己紹介を聞き
ながら、中国道～米子道を経由、4時間かけて正午に「白
鳳の里」に到着、「どんぐり舘・レストラン上淀」で昼食・
懇親し、買い物を楽しみました。
　大山道を通って大山寺「圓流院」に到着、1月に「鳥取
学出前講座」で講演された大館住
職の案内で国の重要文化財「阿弥
陀堂」に参拝、大山寺開山1300年
の歴史について法話を頂きました。

　さらに「圓流院」本堂では、
境港市出身の漫画家・水木し
げる氏の手になる121枚の
「妖怪の天井画」を、全員が
仰向けに寝転んで拝観しま
した。
　14時30分、大山寺を後に
大山環状道路に乗り、「鍵掛
峠」で大山頂上の景観を臨
み「サントリー水工場」に

向かいました。江府町の「サントリー天然水・奥大山ブナの森工場」
に着いて、記念の集合写真を撮ったのち「工程見学」に移りまし
たが、山深い里に立地した工場の高度な自動化・無人化された生
産ラインに、全員が驚き、感心した様子で見入っていました。
　16時30分、工場を後にし、新緑の大山周辺の歴史にふれ、新
工場で過ごした素晴らしい一日を振り返りながら帰路につき、20
時30分に新大阪駅前に帰着、解散しました。� （上口 敦弘 記）

郷
土
訪
問

日
帰
り
バ
ス
旅
行

6月9日（土）
33人が参加

西
部
地
区

新緑の大山周遊と
� サントリー水工場見学

　
▶ 

食
事
風
景�

阿
弥
陀
堂 

▼

天
井
画
を
見
上
げ
る



大阪鳥取県人会報 （2）第92号 平成30年７月15日

◆「鳥取県の夏祭り」　７月21日（土） ねう祭り、７月22日（日） 湯梨浜夏祭り、７月28日（土） とまり夏まつり、７月
22日（日） 第73回みなと祭、７月27・28日（土） 波止のまつり、７月28日（土） 第31回浦富海岸元気フェスティバル、

平成30年度大阪鳥取県人会総会

鳥取県ファンの集い in関西
日　時　平成30年８月25日（土）
　　　　　　　　　　　　　11時30分～14時
場　所　リーガロイヤルホテル２階「山樂の間」
内　容　来賓（知事・国会議員など）や各市町村

長が出席、市郡ごとのテーブルで懇親い
ただき、ふるさとの食べ物や飲み物をお
楽しみ下さい。

参加費　お一人　10,000円日　時　平成30年８月25日（土）10時～
場　所　リーガロイヤルホテル２階「楓の間」
議　題　活動報告・会計報告・役員改選など

　　　　新入会員の皆様は紹介しますので
　　　　ご出席ください。

なお「役員・幹事会」を９時30分から
開きます。役員・幹事の方は「松の間」
へご参集下さい。

　4月に関西本部長に就任した中原と申します。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　はじめに6月18日の大阪府北部を震源とする地震の被害
に遭われた方々にお見舞い申し上げます。関西本部は幸い
に被害もなく業務を継続することができましたが、自宅の
水道、ガスが止まり、不自由な生活を強いられた職員もい
ました。会員の皆様の中にはたいへんな思いをされた方が
いらっしゃることと思います。関西本部として、非常時に
何ができるか、果たすべき役割は何かを改めて考えなけれ
ばと思っています。
　さて、就任してまだ間がありませんが、県人会の皆様と
お話しさせていただく中で強く感じたものがあります。そ
れは会員の皆様のふるさと鳥取県に対する思いです。
　優しく、熱く、時には厳しく、鳥取県を見守ってくださ
る多くの方々のお気持ちを知り、我々も地元とともに頑張
らなくてはとの思いを強くしています。
　今年は大山開山1300年の記念の年。そして7月1日から
は山陰デスティネーションキャンペーンが始まりました。

どうぞよろしく 新任ごあいさつ

鳥取県関西本部長　中原 美由紀
JRの駅などで美しい日本海の写真をご覧になることも多い
かと思います。地元では観光列車「天地（あめつち）」も走
り始めました。話題の多いこの夏の鳥取県にどうぞご期待
ください。
　関西本部の業務は観光誘客のほかにも企業誘致、移住定
住の促進、農産物をはじめとした県産品の販路拡大、情報
発信など多岐にわたります。
　関西における鳥取県の存在感を高めるためにも関西本部
一丸となって取り組んでまいりますので、どうぞ様々な面
で愛のこもった厳しいご意見もお寄せください。
　今後とも、大阪鳥取県人会の皆様のご支援ご協力をたま
わりますようお願い申し上げます。

● 同封の「案内状」で詳細をご覧下さい ●

話題の多いこの夏の鳥取県
－存在感高めるため一丸となって取り組む－
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７月28・29日（日） 第45回米子がいな祭、７月29（日） 第14回八頭町きらめき祭、８月４・５日（日） 倉吉打吹まつり、
８月５日（日） ことうら夏の夢・第28回白鳳祭　８月13～15日（水） 第54回鳥取しゃんしゃん祭り

鳥 取 学出前講座出前講座
　講師の西尾肇さんは昭和57年、鳥取市
民図書館開館と同時に司書として勤め平成
26年３月市立中央図書館長で定年退職さ
れており、谷口ジローさんとは旧知の間柄
で故人の来歴に触られました。京都の繊維
会社を経て上京、漫画家石川球太氏のアシ

スタントとなられた経緯や、デビュー作「嗄れた部屋」など
紹介され,また自身の故郷を舞台にした「父の暦」や倉吉を
描いた「遥かな街へ」などは海外で高い評価を得ていると強
調,名門紙「ル・モンド」が彼の死を１面で報じた―と。
 (鳥取短大講師）

２月 「世界的漫画家谷口ジローさん偲ぶ」 西尾　肇 氏

　鳥取市谷本酒店の谷本社長は「日本酒に
欠かせないのは水と米です」と切り出し、
酒造好適米である「剛力」や「山田錦」の
ルーツは「雄町」が県西部の大山町の黒ボ
ク土壌から誕生した事実を挙げ、大山町が
なければ、山田錦も生まれていません」と
話されました。地酒については県内にきれいな水と田が豊富
にある点をはじめ、時代に敏感な西部、時代に無関心な東部
といった蔵や味の違いなどを列挙され、また優れた食材に恵
まれる“食のみやこ鳥取県”にあって、「料理と酒の組み合せで
売れる可能性も秘めている」と期待を込められました。
 （谷本酒店社長）

３月 「鳥取の地酒の将来性について」 谷本暢正 氏

　柄木さんは鳥取の自然に魅せられ大阪八
尾市から米子へ移住された写真家です。そ
れだけに地元住民では気づかない名峰大山
や鳥取砂丘の優美な自然の表情を写真に封
じ込め、ネットで世界に発信されています。
特に大山の星空は好評で、海外からの観光

客も呼び寄せられており、多国語でのガイド養成に追われて
いるそうです。作品紹介では、雲海に浮かぶ大山の神秘な姿
や、山頂から朝日が昇る光景で柄木さんが命名された「ダイ
ヤモンド大山」、星の輝く天の川の雄大な眺めを次々投影さ
れ、驚きと感動の声が上がっていました。 （写真家）

４月 「大山や砂丘の魅力を写真で発信」 柄木孝志 氏

　「なんぶ創生と里山デザイン」と題し陶
山町長が現状と将来へのビジョンを述べら
れました。町全域が環境省の次世代に残す
重要な里山500選に指定されるなど豊かな
自然と歴史に育まれた環境の継承に必要な
取り組みについて語られました。創生とデ
ザインについて、地域経済の振興と生活の確保、文化の振興
の三つ巴になって作り上げていきます。必要な人材として①
地域を愛する頑固者「土の人」②改革派の「水の人」、さら
にヨソから来られた③行動派「風の人」のコラボレーション
によって南部町の活力を見い出していきたい。 （南部町長）

５月 「南部町の魅力とビジョンを語る」 陶山清孝 氏

　「改組新第４回日展」洋画部門で最
高賞の内閣総理大臣賞に輝かれた小灘
氏に受賞に至る苦節を自分史も織り込
んで話していただきました。小灘さん
は境港市の出身。幼少期に叔父の勧め

で絵を描き始めたエピソードを披露、当時の洋画家靉光（あ
いみつ）が描いた自画像に画家の精神を感じ、自分が絵を志
す初心となったそうです。受賞作品は神武天皇の皇后・伊須
気余理比売（いすけよりひめ）です。「以前は神話の人物な
ど描くと周囲から非難されました。創造のむずかしさの半面、
神話に触れることで心の豊かさや、大きな喜びを得ていま
す」。 （洋画家）
　小灘様は県人会会員でありますので、会からお祝いとして
受賞作品ミニ判サイズのパネル写真を2枚お贈りしました。

６月 「日展で『内閣総理大臣賞』受賞の弁」 小灘一紀 氏

「鳥取学出前講座」
運営協力金出資者
（第31期）
川島清春（２口）
井関宏介、上口敦弘、
高塚　徹、福田　豊、
福山琢磨、本田元子、
森田英路（各１口）

○７月19、20日　今に伝える匠のこころ「淀江傘」 （山本絵美子氏）
○８月16、17日　グラウンド・ゴルフと鳥取県の芝づくり （大田　英二氏）
○９月20、21日　郷里・岩美から世界へ～澤田廉三と美喜の～ （伊藤　　康氏）

鳥 取 学 出 前 講 座 今 後 の 予 定
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懇親会風景

○鳥取店
　鳥取市湖山町東３丁目７
　 ☎ 0857-28-5651
○倉吉店
　倉吉市海田西町2-48
　 ☎ 0858-27-6181
○米子店
　米子市旗ヶ崎2130
　 ☎ 0859-38-2131
○島根店
　雲南市木次町山方320-1
　 ☎ 0854-42-1689四季の味をお届けします

本社　兵庫県尼崎市水堂1-11-21　☎ 06-6438-0609　℻   06-6438-0258

代表取締役
社　　　長 下山　誠司

（大阪鳥取県人会会員）

関西環境リサーチ株式会社

〒572-0021　大阪府寝屋川市田井町 21-30　TEL 072-835-5598　FAX 072-835-5276
E-mail: ker@alto.ocn.ne.jp　　URL:http://kansai-kankyou.com

環境・社会・人を守る技術
環
境
調
査
・
測
定

有機溶剤
特定化学物質
鉛・粉じん等

作
業
環
境
測
定

代表取締役　櫻　井　益　雄（大阪鳥取県人会会員）

水質・大気・土壌
悪臭・騒音・振動・低質

アスベスト　　シックハウス
ダイオキシン類等
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◆「「砂の美術館」テーマは北欧」　第11期の展示テーマは「北欧編~美しい大自然と幻想的な物語の世界へ」フィヨルド
に代表される北欧の大自然、壮大な北欧神話やアンデルセン童話の世界など、北欧の歴史や文化を砂像で再現しています。

　＜「日記」というと続きそうもない。「メモ」と
いうと書き捨ててしまいそう。「随想」となるとい
ささか気が重い。様々な人との出会い・ふれあい・助
け合いの中で感激したこと、様々な文化に接して感
動したことだけでも、気軽に書き留めておきたい。
そんな気持ちでノートを買い求めた。名前を付ける
必要もないが、何となく「感激ノート」と自分で呼
ぶことにした。後々読み返して、年代ごとの関心事
を振り返ってみるのも面白いと思う。＞
　この一文は、社会人になった時に買ったノートの
最初のページに記したものである。書き始めて40
数年、手書きのノートもボロボロになった。この機
会にと各項に少し手を加え、活字に置き換えて「あっ
かるいオッサンの感激ノート」（近代文芸社）とし
て出版した。
　この間、民間企業と女子大学にあって、大勢の方々
とふれあい助け合うなかで、いっぱいの感動を頂戴
した。いま読み返すと、その時々の新鮮な驚きや喜

びが思い起こされ、元気が湧いてくるから嬉しい。
　ここでは「感激ノート」の中から「心のふるさと」
の一文を紹介したい。
　＜「ふるさと」を新小辞林は「生まれた土地・幼
いころ育った土地」とし、広辞苑は「かつて住んだ
ことのある土地・なじみ深い土地」をこれに加えて
いる。大山山麓、日光村大坂で生まれ、小学２年か
ら鳥取市で育った。東京での学生生活の後、就職し
て名古屋・大阪・神戸・岐阜・尼崎などで勤務した。振
り返ってみると、どの地にもそれぞれ懐かしい思い
出がある。
　「ふるさと」を「心のふるさと」と読み替えると、
「心の中で大切にしてきたこと・心のよりどころ」な
どとその範疇が広がる。そうなると、身を置いた母
校や職場の経験もまた、私の「ふるさと」である。
確かに、それぞれの学校での恩師や学友とのふれあ
い、企業の先達から授かった教訓、仕事を通して培っ
た価値観などは、いまも正しく「心のよりどころ」
になっている。
　生まれ育った「ふるさと」には辛くて悲しい思い
出しかないと言う人がいるかもしれない。
　しかし「心のふるさと」は誰にとっても「安らぎ
と元気の源」だと思う。気の合う人と、お互いの「心
のふるさと」の話を交わしたいものである。＞
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「感激ノート」から　心のふるさと

上口　敦弘さん
（神戸市在住）

プロフィール：1944年、伯耆町（旧溝口町）生まれ。
鳥大附属小・中学、鳥取東高、慶応大（経）卒。三
洋電機㈱採用部長・地区総務部長、園田学園女子大 
事務局長・学長補佐などを務める。現在 鳥取市観光
大使、大阪・神戸鳥取県人会副会長。神戸市在住。
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②

 

魅る。味わう。感じる。
五感で伝える「麒麟のまち」魅力発信
鳥取東部・兵庫北部エリアの山海の幸と地酒を
楽しめる店舗が中之島にオープンしました。

大阪市北区中之島
中之島フェスティバルタワー

：

魅る。味わう。感じる。
五感で伝える「麒麟のまち」魅力発信

鳥取東部・兵庫北部エリアの山海の幸と地酒を

楽しめる店舗が中之島にオープンしました。

大阪市北区中之島

中之島フェスティバルタワー

：

コード

鳥取東部・兵庫北部エリアの山海の幸と地酒を
楽しめる店舗が中之島にオープンして１年たちました。

　７月１日から９月30日まで鳥取
県、島根県とJRグループが共同で「山
陰デスティネーションキャンペーン
（山陰DC）」を実施します。このPR
看板の写真を柄木孝志さんが担当さ
れました。JR大阪駅北口のよく目立
つところです。

柄木さんの写真

県・JR共同企画
で活用
山陰デスティネーションキャンペーン
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◆「観光列車続々と」　若桜鉄道のレトロ観光列車「昭和」、3月の智頭急行のイベント車両「あまつぼし」の運転に続いて、
山蔭を走るJR初の本格観光列車「天地（あめつち）」が7月に運行開始、鳥取観光旅行の魅力アップに寄与しています。

会の活性化へ16校の代表が情報交換
　３月16日、鳥取県関西本部主催の「関
西地区同窓会情報交換会」が、関西本
部交流室で開催され、16校の同窓会の
代表者が集いました。
　会合では、各同窓会から組織の現状

や、特徴的な活動について紹介が行わ
れた後、運営における課題などについ
て意見交換が行われました。
　具体的には、鳥取の本部や各地区支
部との連携方法、会員増に向けた取り
組み、事務の省力化と経費削減方法、
若者や会員の参加を促す魅力的な活動
についての具体案など、会の活性化を
念頭にした幅広い情報について、活発
な発言が交わされました。

＜参加同窓会＞
東雲会（鳥取東）、鳥取西高同窓会、
双葉会（鳥取商業）、翠陵会（八頭）、
鴨水会（倉吉東）、進修会（倉吉農
業）、倉吉総合産業高同窓会、鳥取
中央育英高同窓会、米城会（米子
東）、翠会（米子西）、水陵会（米
子南）、米工会、経友会（米子松蔭）、
柏朋会（米子北）、日野高校同窓会、
米子高専同窓会

♥食事会婚活
第２回 ワ

クワク

関 西 地 区 同 窓 会

◦会員数の増加
◦諸経費の削減
◦魅力的な活動
 などを活発に議論

　大阪鳥取県人会は、素敵な伴侶をお探しの独身男性・女性を応援するために、「第２回ワクワク
（婚活）食事会」を平成30年４月21日（土）12時30分より大阪北浜・鳥取ゆかりの店「郷音」で
開催しました。
　今回の食事会への参加者は男女ともに、大阪鳥取県人会員からのご推薦による公募方式を取り
ましたので、開催事務局の読み違いもあり、男性６名、女性４名と男女比がアンバランスとなり
ました。男女１対１で食事を取りながら会話し、男性が10分ごとに膳を持って席を移動する形で
行いました。投票結果、２組のカップルが誕生し、ご本人の同意を得て、住所、電話番号、メー
ルアドレス等のデータ交換をして、今後のお付き合い開始の宣言がなされ、今後の行方が気にな
ります。今回の食事会では、定休にも拘らずお店を開けて頂いた「郷音」オーナーの白岩ご夫妻
に大変お世話になりましたことを厚く御礼申し上げます。 （幹事長 髙塚 徹 記）

素敵な伴侶探しを支援
4月21日「郷音」に10人が参加

大阪市中央区東心斎橋２丁目１番５号
ゴールデン第一プラザビル７Ｆ
TEL（06）6212－7751

ママ　松井 佐知子
　　　（鳥取県人会会員）

ミ ナ ミサントリー天然水奥大山ブナの森工場 サントリー天然水奥大山ブナの森工場 
県内・外におきまして
県民の皆様の
お引き立ての程
お願い申し上げます。

サントリーコーポレートビジネス株式会社 〒530－0003 大阪府大阪市北区堂島浜2-2-2 近鉄堂島ビル18Ｆ
電話：06-6346-1164（担当：山根） FAX：06-6345-5768
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同窓会

◆「鳥取のジビエ」　鳥取県では近年、野生の鳥獣肉（ジビエ）の解体業者や飲食店でつくる協議会が各地で発足、農林
業に害を及ぼす「厄介者」を地域振興の宝にしようと活動を展開、ジビエのメニューを提供する飲食店が増えています。

関西
地区

“ハーモニカ”演奏、
“大山讃歌”で盛り上がる
　２月４日（土）、新阪急ホテルで関西米
城会総会を開催、来賓を含め135名が参加。
この３月で御退任の山根校長は在任中のご
感想を、伊木米子市長は市政運営のポイントなどをお話
しくださいました。続いて68期  長谷川純一鳥取大教授

は「くすりの常識 ウソ・ホント?」の演題で、薬をのむ際の留意
点について解説されました。懇親会では、68期 田邊峯光氏（日
本ハーモニカ芸術協会会長）の複音ハーモニカ演奏があり、レト
ロな音色に会場一同が聴き惚れました。恒例の応援団OB演技と
ブラバン“米東弁サウンズ”伴奏による校歌・応援歌の大合唱に加
え、“大山開山1300年”にちなみ「大山讃歌」の演奏で大いに盛り
上がりました。最後に全員で「故郷」を歌い大団円となりました。
今年は現役学生の参加もあって会話の幅も広がり、あっという間
の懇親会２時間でした。 (総会担当 朝比奈 秀夫 記）

　去る６月16日（土）、大阪第一ホテル
で関西水陵会（米子南高）の集いを開催し、
昨年より多い42名が出席しました。冒頭、
水陵会杉原会長、永野校長、鳥取県関西
本部大江副本部長から母校や県の近況紹
介がありました。
　今回は第60回目の還暦に当たる開催
で、初参加者や数年ぶりの人、米子・安来・
横浜からの人と多彩で最高齢は84歳でし

た。講演会はリサイクル収納アドバイザー常藤和
子さんによる「楽しく断捨離」を聞きました。
　懇親会では、母校の元保健体育教師青山典代さ
んによる「演歌に合わせてストレッチ」があり、
全員が汗をかきながら楽しい体験をし、また松山
宏子さんには詩吟を披露してもらい、そのあとビ
ンゴゲームを楽しみました。
　高齢化が進み参加者が減少傾向にある中、時期や場所等
を工夫してもっと魅力ある集いを考えて行く必要がありま
す。そのためにも内外のご意見を広く聞いて参考にさせて
頂く所存です。 （会長 遠藤 稔 記）

節
目
の
60
回
総
会
を
開
催

関
西
米
城
会

鳥
取
中
央
育
英
同
窓
会

関
西
水
陵
会

　６月24日（日）、道頓堀ホテルにて関西鴨水会総
会を開催しました。福山会長、母校の大田同窓会会
長、御舩倉吉東高校長をはじめ、多くの来賓をお迎
えし、総勢85名が参加しました。
　総会の前に来年４月の天皇退位に関連して、根鈴
輝雄倉吉博物館長による「～200年前の先例～ 光

格天皇生前退位とその生母　大江磐代君」と題する講演があ
り、参加者は天皇のご生母が倉吉出身であったことに驚き、
大いなる誇りを心に刻みました。
　懇親会では皆の気持
ちは高校生。会場は笑
いとともに思い出話で
盛り上がり、全員で唱
歌「故郷」、校歌、応
援歌を歌って雰囲気は
最高潮に達しました。
　（会長 立光 斉 記）

踊りと琵琶とトランペットで盛り上がる

関
西
鴨
水
会

天皇のご生母を心に刻む

　６月３日大阪東急ＲＥＩホテルにて佐伯同窓会長、髙
垣母校教頭先生他のご来賓を迎え総計54名の参加で関西
支部第50回総会が行われました。
　総会後の懇親会では会員による日本舞踊（田中静穂さ
ん）薩摩琵琶（小林延義さん）トランペット（前田正道
さん）それぞれの大熱演で大いに盛り上がりました。
　懇親の輪も広がり皆さん旧交を温めつつ方言が乱舞
し、締めはハーモニカ（井原さん）とトランペットの伴
奏で三谷さんの歌のリードよろしく「ふるさと」の大合
唱で来年への再会を約しました。
　（総会は毎年6月の第1日曜日、来年は6月2日の予定で
す。） （支部長 岡田 信吾 記）

鳥取和牛 （焼き肉）
 （イナバノクニモリ）

TEL/FAX 06-6355-2333
〒534-0025 大阪市都島区片町2丁目5-4 千寿プラザ3Ｆ

因幡の国守
㈱味野市場　代表取締役会長 宮澤裕之（鳥取市出身）

エリンギィ茸・エノキ茸の生産、
加工、販売 
代表取締役社長　北村 大司

目指しているのは感動するきのこ。

〒680-0415 鳥取県八頭郡八頭町下野794 
TEL 0858-73-8314　FAX 0858-73-8315

http://www.kinoko.co.jp/

事業内容 エ
リ
ン
ギ
ィ
の
佃
煮
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鳥取県下各高校の関西地区同窓会や地域の交流会、仲間の集まりなどの情報をお寄せください。
　　　　　◆記入事項　①開催月日　②場所　③参加者数　④来賓　⑤会合内容･会のふんいき･話題など　⑥次の予定　⑦世話役の連絡先

だ
よ
り交流会

おねがい

　４月14日、大阪キャッスルホテルにて関西い
なば会総会が開催され、42名が集いました。
　議案審議の後、鳥取市歴史博物館の横山学芸員
による講演『鳥取の明治維新』では、徳川慶喜の
異母兄である池田慶徳を藩主とする鳥取藩が新政
府側についた経緯を、今年発見された西郷隆盛の
書状を交えて解説され、参加者も興味津々。また
その後の懇親会ではとうふちくわや地酒に舌鼓を

打ち、故郷の話に花を咲かせました。
　秋には新行事「いなばゆかりの地・散策」１回目として、
鳥取藩士を祀る京都の鳥取藩招魂社を参拝し、歴史を辿る
予定です。 （事務局 片井 恵子 記）

　今年のお花見会も４月８日に例年通り盛大に催され、須磨
寺公園に紳士８名・淑女８名の16名が参集しました。今年は
葉桜の下で神崎会長の挨拶・乾杯で宴を開始いたしました。
各自其々持ち寄った、お酒・料理をお互いに勧めあい和気あ
いあいと親睦を深めました。皆様、話題はいつものように病
気治療・介護・料理・ゴルフ・政治と大変盛り上がりました。
　宴もたけなわの中、例年通り皆が俳句を作詞後、上口副会
長の音頭で中締めをし、故郷を思い出しながら、井上様の発
声で「ふるさと」を全員で合唱して、皆様の健康を祈念して
解散しました。 （幹事 榧野 光絋 記）

関
西
い
な
ば
会

大阪城で花見会関
西
中
部
倉
吉
会

　４月７日（土）、前日の雨も上がった大阪城で恒例
の桜花見会（今回は葉桜会？）を開催、33名が参加し
ました。
　関西本部中原新本部長はじめ来賓の方々のご挨拶に
続き、松田幹事の乾杯の音頭で宴会がスタート、倉吉
から新旧関西事務所長も駆けつけ、人気絶頂の林家丸
さんの特別参加もあって大いに盛り上がりました。
　三時間余りで寄付いただいたお酒も空になり、三好

幹事の中締めのあと、記念写真を撮って無事終了しました。
　来年も引き続き行いますので多数の参加をお待ちしておりま
す。 （代表幹事 安田 壽昭 記）

関
西
鹿
野
会

　４月14日宵祭りの始まり。城山から榊を先頭
に和樂、祭囃子のかけ声で下り出し、同時に山か
ら丸提灯に蝋燭火の網灯籠が下ってきます。祭馬
鹿の私が見たこともない夜化粧の祭りです。提灯
が３個見え、突風が…提灯が消え、ゴーと身体が
グラグラ状態が暫時。花火大会も中止。70余年、

初めての宵祭りでした。15日は曇天の中本祭りを粛々と
見学、昼食は20種類の自然素材の菅笠弁当を腹一杯美味
しく頂き、記念写真は食事処「夢こみ
ち」前。鹿野祭、鹿野会は私達の（故
郷）です。　　　（会長 川島 清春 記）

須磨寺公園で花見会神
戸
鳥
取
県
人
会

「鳥取の明治維新」を聴く

突風に煽られた鹿野祭

県人会秋季コンペ
10月14日（日）

54
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　山陰デスティネーションキャンペーンを記
念し、本県と島根県の食材を使用した料理メ
ニューや日本酒等を提供。
開催日　７月１日（日）～８月３１日（金）
場　所　ホテルグランヴィア大阪（大阪市北区）
　　　　レストラン６店舗
　　　　ホテルヴィスキオ大阪（大阪市北区）
　　　　イタリアンキッチン｢ヴェルデカッサ」

　イオンモール内で旅行会社と連携した抽選会
や鳥取県の夏の観光PRを実施。
開催日　７月29日（日）
場　所　イオンモール堺北花田（大阪市北区）

　ホテル内夏祭りでの鳥取県観光PR等を実施。
開催日　８月１日（水）
場　所　ホテルグランヴィア京都
　　　　（京都市下京区）

＜出展予定＞
８月：「サンドリップ」､「エコファーマーまると
よ」､「鳥取県物産協会」。

■「夏の山陰グルメフェア」開催

■「夏の鳥取県観光フェア」開催

■「ホテルグランヴィア京都夏祭り」開催

■「鳥取県フェア（とっとりうまいもん市場）」開催

９月：「エコファーマーまるとよ」、「鳥取県物産
協会」。
開催日　８月17日（金）～19日（日）
　　　　９月14日（金）～16日（日）
場　所　ピーコックストア千里中央店（豊中市）

　県内出展事業者による試食宣伝販売等を実施。
開催日　８月24日（金）～26日（日）
場　所　あべのハルカス近鉄本店 タワー館
　　　　地下２階（大阪市阿倍野区）

　在阪事務所が連携し、中四国三海二山の多彩
な食産品と観光誘客をアピール。
開催日　８月31日（金）～９月１日（土）
場　所　天神橋筋商店街（大阪市北区）

■「鳥取県物産コーナーPRイベント」開催

■「中四国９県合同観光物産展」開催

　県内出展事業者による試食宣伝販売、観光
PR等を実施。
開催日　９月８日（土）～９日（日）
場　所　あべのハルカス近鉄本店２階連絡通路
　　　　（大阪市阿倍野区）

　大阪ステーションシティ「時空の広場」で開
催される「フラワーアートミュージアム2018」
に、とっとり花回廊で育苗したお花を出展する
とともに、秋冬の鳥取県観光ＰＲを実施。
会　期　９月28日（金）～10月15日（月）
※鳥取県PRデーは10月８日（月）を予定
場　所　大阪ステーションシティ ｢時空の広場

　鳥取市では、オンリーワンブランドである鳥
取砂丘の砂「SUNA」を活用した砂の彫刻「砂
像」という新しい芸術を用いた価値観を創造し
「砂像のまち鳥取」を推進しています。今年も、
次世代を担う砂像彫刻家を発掘するため、大
学生・専門学校生等による砂像グランプリをは
じめ砂像にまつわる様々なイベントを開催しま
す。

■あべのハルカス「鳥取県フェア（仮称）」開催

■大阪駅で鳥取県観光PR

■鳥取砂のルネッサンス2018

〒658－0014 神戸市東灘区北青木4－1－8－801　大阪鳥取県人会・広報担当　上口（かみぐち）敦弘
TEL＆FAX. 078－411－8083　携帯. 090－6664－2533　E-mail kamiguchi1944@gmail.com

会報に関する連絡先

境港発の
健康な関節のために !

製造
鳥取県境港市竹内団地217
本社：東京、大阪

〒662-0861　兵庫県西宮市河原町５－９ 
TEL.0798（70）8788 FAX.0798（70）8780
E-mail／chitosan＠nekonet.ne.jp

甲陽キトサン販売株式会社

境港工場 優しいミルク味の
キャンディータイプ

Ｏf f iceアズアズ
兵庫県神戸市東灘区深江本町1-8-25-102

食材企画
ネット通販

担当者

東  巧
連絡先

Tel.078-452-1782
HPアドレス

www.azu-azu.net
メールアドレス

takumi-azuma@azu-azu.net

どこの家庭でも、どの食べ物屋さんでも満足できる食材の中から

厳選して選んだ逸品をお届けします。

どうかぜひ皆様方の食感と食に対するイメージを躍動させてください。

きっとその躍動感に弊社の食材がマッチするでしょう！

会員動向
○新入会員（敬称略） 
　①柴田　哲夫（大阪市）
　②小椋　英之（大阪市）
　③中原美由紀（大阪市）
　④岩髙　純子（伊丹市）
　⑤西谷友香里（茨木市）
　⑥中山　次生（堺市）
　⑦田苗　浩二（大阪市）
　⑧深田　　巧（大阪市）

○退　　会（敬称略） 
　①松井　信子（１月）
　②坂本　光子（２月）
　③門田　　健（２月）
　④門田　初美（２月）
　⑤横山冨士子（３月）
　⑥上田　正則（３月）
　⑦松本　士郎（３月）
　⑧吉田　雅章（３月）
　⑨高橋　正浩（３月）
　⑩伊藤　友昭（３月）

 現在の会員数351名（うち夫婦会員31組）

　⑪萩原美由紀（３月）
　⑫大森　昭博（３月）
　⑬大森　理沙（３月）
　⑭角谷　海人（３月）
　⑮新里ヒデ子（３月）
　⑯深田　倶代（３月）
　⑰前田　友哉（３月）
　⑱久保　和枝（３月）
　⑲多胡　　求（３月）
　⑳森下めぐみ（３月）
　㉑山田　　武（３月）
　㉒河田　義行（３月）
　㉓山枡　静江（５月）

○お 悔 み（敬称略） 
　①山中　　孔
　　（17年12月１日逝去）
　②和田　澄子
　　（18年３月９日逝去
 当会副会長）

ゴルフ同好会だより
○日　時：10月14日（日）
○場　所：宝塚高原ゴルフクラブ
　初参加でも、一人参加でも大歓迎いたします。
　ご連絡をお待ちしております。
　（既参加者には、後日案内）
○申込先：催事担当　河本 純
　　　　　携帯：090-8165-2794
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本号では「郷土訪問バス旅行」の緑滴る大
山周遊を一面に掲載し、８月25日開催の
「大阪鳥取県人会総会」と「鳥取県ファン
の集い㏌関西」の案内と申し込み書を同封
しています。年間最大イベントへ奮ってご
参加ください。 

編 集
後 記

　参加のご希望はお気軽に世話人までご一報ください。
日　程：８月11日㈯、９月８日㈯、10月13日㈯
時　間：各14:00～18:00
場　所：鳥取県関西本部交流室
世話人：山脇栄一郎（0774-64-2751）、坂根　清明（090-3052-2286）

囲 碁 同好会 例会のお知らせ

参加者
募集中


